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育成する生徒像，資質・能力評価，総合的な探究の時間
パフォーマンス評価，教科横断，異学年交流，ツール開発等

平成３０年度プロジェクト発足
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【改善方法】

（１）育成したい
生徒像の具体
的なイメージ化

（２）個別最適化

（３）資格の取得
の意味付け

【改善必要】

（１）自分で課題
を設定して取り
組める。

「自律学習」
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順 分類 項目 平均値

1 協働実施 先生は、説明して理解させようとするだけでなく、グループなどで自分たちに考えさせようとしている。 4.00
2 安心 学校は、安心して学べる場となっている。 3.95
3 実用的 学校で学んでいることは、これからの人生において学んでいくことに役立つものになっている。 3.95
4 高度化欲求 実際の社会に出た際に、少しでもうまくやれるようになるために、難しい課題に対応できるようになりたい。 3.95

5 高度化必要
終身雇用制は将来なくなっていくため、新たな仕事に就くために必要となる力を考えて、計画的に粘り強く高度

な学習する習慣を、高校で身に付ける必要がある。
3.94

6 実用的 学校では、コミュニケーション能力といった実際的な力を使うように生徒に求めている。 3.93
7 協働実施 集会などでは、自分たちで集合時間までに整列できるように、生徒同士で協力し合って並んでいる。 3.91
8 高度化欲求 授業等では、進学したり就職したりした際によりよくできるように、難しい課題に対応できるようになりたい。 3.91

9 探究の意義
探究等は、自分が将来AI化が進んだ社会で、自分が世の中で活躍するために必要な基本的な力をつけるための学

びの場である。
3.90

10 高度化必要 授業等では、自分の可能性を高めるために、難しい課題に対処できるようになることが大切だ。 3.90
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（Moore, Toth, & Marzano，2017)

核：価値観の違い （Hofstede,  2011)

21世紀の ①グローバル化が進んだ，②激動の
③AI社会で，活躍できるように！

「自分で考え，自分で判断し，行動する力（生きる力）」
（高橋，2013）
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（１）日商簿記
合格者の大幅減少

（２）入試 定員割 伝統商業高校（尾道商業）も
入学者定員割 令和３年度尾商 152人（200人定員）

（３）商業科教員の一部の教員による取組
課題発見・解決学習推進担当の指導主事も把握できない
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